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Ⅰ はじめに

理科教育の過程において、「生き物の解剖｣の実験がだんだんと少なくなってきてい

る。昔は小学校でも魚の体のつくりを学ぶために解剖が行われていたが、今では指導

書に魚の体のつくりが紹介されているだけである。生きている生き物の命を奪う解剖

は小学校では削除されてしまった。そこで、生きている生き物の命を奪うことなく体

のつくりを学ぶことのできる実験として、煮干の解剖はどうかと考えた。煮干なら直

接命を奪うことなく実験できる。さらに生きている魚より安価で手に入りやすいとい

う利点もある。また、煮干の解剖をもとにさまざまな授業展開ができるのではないか

と考え、小学校と高校における煮干を教材とした授業の指導案を作成した。煮干は、

胃の中のプランクトンの観察・プランクトンの比較・海洋環境・いのち・食物連鎖な

どさまざまな授業展開の可能性をもっている。さらに今回は、煮干しが教材としてど

のように子供たちに働くのかについて知るため、考えた指導案の中の１つを実際に小

学校で試みた。

Ⅱ 研究方法

１ 煮干しの解剖

（１）準備するもの

・煮干し

・えつき棒

・ハサミ

・ピンセット

・鍋

・ザル

・カバーガラス

・スライドガラス

・『日本海洋プランクトン図鑑』保育社刊

（２）実験手順

① 鍋でお湯を沸かし、煮干しを１０分間ぐらい煮てからザルなどにとって水を切り煮干

しを冷やす。

② えつき棒やピンセット、ハサミで煮干しの体を開く。

③ 胃の中から内容物を取りだし、スライドガラスにおき、水を一滴落としたら、カバー

ガラスをかけて、双眼実体顕微鏡で観察した。

④ 顕微鏡で見える胃の中にいたプランクトンをデジタルカメラで撮影した。



①煮干しを煮る ②煮干しの解剖 ③胃の中の観察

（３）胃の中のプランクトンの観察について

珪藻類 珪藻類 藍藻類

緑藻植物類 鉢水母類 節足動物の甲殻類

■これは双眼実体顕微鏡の接眼レンズにデジタルカメラを接して撮影したものである。

簡単な道具だけでたくさんの種類のプランクトンを撮影することができた。

Ⅲ 煮干しを使った単元・授業作り

１ 単元プラン

（１） 小学校編 （小学校の授業プラン）

１、 教師の願い

煮干しの解剖を行うことにより、魚のからだのつくりに興味を持たせ、魚が食べて

いるプランクトンについて自分たちで調べることにより、水の中には肉眼では見えに



くい小さな生き物が生存していることに気付かせたい。また、魚はプランクトンを食

べて (何かを食べることによって )生きており、私たちはその魚を食べることによって
生きているということに気付くことで、私たち人間はさまざまなものの命に助けられ

て生きているということを知ってほしい。またそれにより、命の大切さについて考え

られるようにしたい。

２、 単元名 「私たちを助けてくれる小さな命」

３、単元の目標

・魚のからだのつくりに興味を持ち、理解する。

・魚が食べるプランクトンに関心を持ち、進んでさまざまなプランクトンを探そう

とする。

・人間がいつも食べている魚も、プランクトンを食べて生きているということを知

り、命の大切さに気付く。

４、単元について

子どもたちは、動物・昆虫・魚などの生き物に非常に興味を持っている。以前は解

剖の実験も行われていたが、現在は資料として教科書にからだのつくりが紹介されて

いるだけであり、解剖の実験自体はなくなっている。子どもたちにとって、「いのち」

を考えていく上でも生き物のからだのつくりについて知ることは非常に大切である。

そこで本単元では、安価で手に入り安い煮干しの解剖を行い、魚のからだのつくりに

ついて学ばせたい。また、魚が食べる小さなプランクトンについて調べることにより、

プランクトンに興味を持たせ、小さな命があるということ、その小さな命により私た

ちの命が支えられているということについて考えていきたい。さらに、人は魚だけで

なくさまざまなものを食べていることに気付かせ、私たちはたくさんの命をもらって

いることについても考えていきたい。

５、単元の流れ

１時間目 煮干しのからだのつくりを観察しよう (１時間 )
２時間目 魚は何を食べているのかな？ (２時間、または３時間 )

６、授業の流れ

学習活動 予想される児童の反応 支援活動

導入

・魚のからだのつくりがどの ・脳・心臓・胃・腸がある。 ・人のからだのつくりはどう

ようになっているか予想する。 ・えらがある。 だったかな？

展開

・煮干しの消化器官の観察方 ・ゆでたらやわらかくなるか ・硬いままで切れるかな？

法について考える。 も。



・解剖の手順を理解する。 ・解剖の手順を説明する。

・注意事項の説明。

・煮干しの解剖を行う。 ・切るのがかわいそう。 →ゆでるときにやけどをしな

・予想した通りだった。 いように、はさみなどの実験

・胃と小腸・大腸の区別がむず 道具でけがをしないように、

かしいな。 実験道具で遊ばないように、

・口から肛門までつながってい 人に向けないように注意する。

るよ。

・骨がいっぱいある。

・スケッチは一筆書きし、影

・解剖した煮干しのスケッチ ・細いから描きにくいな。 や色のついていることろは点

をする。 ・点で描くのは難しい。 で描くことを伝える。

・口から肛門までがひとつな

・煮干しのからだのつくりに がりになっていることを伝え

ついてまとめる。 る。

導入

・魚が何を食べているのか児

・魚は何を食べているのか話 ・植物を食べている。 童から少し意見が出たところ

し合う。 ・水の中にいる小さな生き物を で選択肢を提示する。

食べている。 ・魚がプランクトンという小

・貝を食べている。 さな生き物を食べていること

を教える。

展開 ・プランクトンにはさまざま

・プランクトンについて班ご ・水に中にはこんな生き物がい な種類があることを伝える。

とに図書館やパソコンで調べ るんだ。 ・プランクトンのスケッチも

る。 ・とても小さいな。 しておくように伝える。

・おいしいのかな？ ・班ごとに自分たちが調べた

・調べたことをまとめる。 ・魚はプランクトンを食べてい プランクトンをまとめ、スケ

る。 ッチも付けるようにいう。

・プランクトンにはさまざまな

種類がある。

・友達の発表はちゃんと聞く

・班ごとに調べたことについ ・真剣に聞いている児童やあま ように伝える。

て発表する。 りちゃんと聞いていない児童が ・発表が終わるとみんなで拍

いる。 手。

導入 ・魚がプランクトンを食べて

・前回の授業を振り返り、プ ・魚はプランクトンを食べてい いることを思い出させ、人は



ランクトン・魚・人のつなが る。 何を食べているのかを考えさ

りを考える。 ・人は魚を食べている。 せる。

展開 ・プランクトンを食べた魚を

・「いのち」について考える。 ・小さいプランクトンにも命が 食べて、人は生きていること

ある。 に気付かせる。

・人は魚以外にもたくさんのも ・人は魚だけしか食べていな

のを食べている。 いのかな？

・人はたくさんの命をもらっ

て生きていることを伝える。

※「自分たちが調べたプランクトンについて発表しよう」の部分は授業の進み具合な

どに合わせて行う。１時間の授業で発表し、命について考えるのは時間的に余裕がな

いので、発表を授業の中に取り入れる場合は単元の時間を４時間に変更する。

（２） 高校編

教育課題探求（高校の授業プラン）

煮干を使った解剖実験を高校の生物の授業に実践する計画について考える。この実験を

高校理科の生物に応用する目的は、煮干から検出されるプランクトンの観察による海水の

生態を考えることと、煮干の解剖を行うことによる魚類の臓器観察が考えられる。プラン

クトンの観察に関しては、生物Ⅰ B の生態系の単元を応用した授業になると考える。プ
ランクトンの観察でプランクトンが動物性であるか植物性であるかを考え、その割合から

海水中のプランクトンの環境はどのようになっているかを考える。また魚がどのようなプ

ランクトンを食べているのかを考える。このような過程を通じて、生態系のピラミッドを

考察する。動物の臓器は観察しスケッチを行い、どのような臓器があったか、どのような

形であるか、魚種による臓器の違いを考える。これは今の生物の過程で解剖実験が少なく

なってきているので動物の実験を行う貴重な機会だと考え、このことは生物を学習する上

の大切な実験であると考える。

Ⅳ 実践報告

１．日時 ２００４年 ７月１４日（水曜日） ３・４と５・６校時

２．活動場所 北島町立北島南小学校 理科室 （６年１組、６年２組）

３．単元名 「煮干しの解剖を通して命について考えよう」

４．単元の目標

価値目標：煮干しの解剖を通して、医学の進歩が人の健康を支えていると共に、人は多

くの命に支えられて生きていることを考えることができる。

達成目標：魚の体の仕組み、それぞれの臓器の作りを観察し、スケッチすることができ

る。

体験目標：解剖の体験を通して命についてみんなで話し合う体験することができる。



４．単元について

理科を通して子ども達につけたい力として論理的思考、観察や実験、比べる力などの科

学的な見方や考え方があげられる。今回、煮干しの体の解剖しスケッチを行うことで、魚

の体の仕組みを観察する視点が深まることができると考える。また、脳や目、胃や肝臓、

などの魚の仕組みについて本物の観察を通して体の仕組みについて詳しく学習していきた

いと考える。

解剖という生物を観察する一つの方法を通して命について子どもと共に考えることを大

切にしていきたい。歴史的にみても解剖という方法で医学の一面が進歩し、私たちの健康

を保つために寄与している部分はある。それと共に、人間は生きていくために多くの命を

奪っていることを、たくさんの命の支えによってを生きていることを感じてほしいと思い。

そして、それでも人は学び、生きている存在であることを子ども達と語り合うことを大切

にしたい。

理科の授業を通して客観的に物事を見つめること（科学の目）、自分からどんなものが

つながり自分が生きているかを感じる心（心の目）二つの視点を大切に単元に取り組んで

いきたい。

５．単元の流れ

１時間目 煮干しを解剖して体の仕組みを観察しよう。

２時間目 解剖される命、食べられる命について考えよう。

６．授業の流れ （２時間）

■１時間目

学習活動 指導内容

導入部

・煮干しがどのようにできるか考える。

魚類である煮干し（イワシ）を解剖して体の器官を観察しよう

展開部

①魚の体全体の観察・スケッチ ・理科のスケッチの仕方、魚の体を観察

②脳の観察 する視点を伝える。

③お腹を開いて、背骨の様子、内臓の様 ・脳を取り出して、スケッチし、ルーペ

子を観察してみよ う。 や虫眼鏡で見てみよう。

・ハサミやピンセットを使って内臓を観

まとめ 察しよう。

・観察して気づいたことを発表する。 ・魚のそれぞれの体の仕組みについて気

づいたことを発表する。

■２時間目

学習活動 指導内容

導入部

・解剖を通しての感じた自分の感想を発 ・プリントに自分の感想



表する。 を書く。

解剖される命、食べられる命について えよう。

展開部

・解剖される命について賛成か反対か？ ・プリントに自分の意見

・自分の意見 を書く。

・理由を考える ・賛成、反対その理由を

・意見を出し合い、話し合う 書く。

・解剖をすることは医学

の発達につながってき

た。（客観的な視点）

・食べられる命

自分たちにできること・考え方（こんな考え方をしていきたい。）

まとめ
・理科や科学のあり方について自分なり

の意見をまとめる。

７．評価

・煮干しの解剖を通して、医学の進歩が人の健康を支えていると共に、人は多くの命に支

えられて生きていることを考えることができたか。

・魚の体の仕組み、それぞれの臓器の作りを観察し、スケッチすることができたか。

・解剖の体験を通して命についてみんなで話し合う体験することができたか。

８．実際の様子

Ⅰ．魚の体全体の観察・スケッチを通して気づいたこと

・目が白い ・口が奥までさけている

・首の所に割れ目がある ・背中が黒い

・敵に気づかれないように背中は黒く腹は銀色になる。

■目が白いことや、口が奥までさけているなどスケッチ

をすることで、気づきが深いものになっていた。発言の

中に自分（人間）との比較によるものが多かった。「なぜ、

目が白いのか？」「なぜ、口が奥までさけているのか？」

と疑問を課題に学習を展開できる可能性を感じた。



Ⅱ．脳の観察を通して気づいたこと

・小さい、少しでこぼこしている。・しわがない、そし

て、目の大きさと脳の大きさが変わらない・白っぽい・

白というよりオレンジ・オタマジャクシのような形・ぬ

るぬるしている ・黄色くてちっやい玉がみたい

■魚の目と脳の大きさがほぼ同じ事を気づいた発言があ

った。魚の脳が小さいという発言が多かった。この「小

さい」の意味には魚の目を一つの基準として脳を見たと

きに小さいということ。また。自分（人間）の脳と比較

して小さいという二つの意味が含まれる。この経験をいかして、魚の目と脳、人間の目と

脳の大きさの比較などの算数の単元への発展も考えられる。

Ⅲ．お腹を開いて、背中、内臓の様子を観察して気づいたと

・肝臓が大きい・腸がバネみちになっている・肝臓は

黒かった。・背骨がいっぱいある ・胃が小さい

（２）命について話し合い

一時間目の煮干しの解剖を終わって、二時間目にその時の簡単な感想を言ってもらった。

「初めての体験で楽しかった。」「魚の体の様子がよく分かった。」という発言が多かった。

次に、子ども達に、煮干しを解剖することに賛成か？反対か？を聞き、その理由を考えて

もらった。そして、命についての話し合いを行った。次の様な人数に分かれた。

解剖について 賛成 ２６名

反対 ５名

真ん中 １名

Ⅱ．子ども達の意見（プリントから）

○賛成理由

・動物の体の仕組みを知ることができるので賛成です。生きているときに解剖をするのは

反対だけど、死んでそのままにするよりも勉強できる方がいいと思うからです。

・おもしろいしこんな体験は二度とできないからです。解剖をして、もしかして魚の体の

仕組みが分かって、魚を助けれるかもしれないから。

・魚の中身は人間とどう違うのか知りたいから。

・死んでいるのだから、解剖して知識を得てもいいと思う。

○反対理由

・もし、自分が魚で解剖されたりしたらすごくいやだから、自分の体が解剖されたらどん

な気がするのか考えてほしい。人間の学習だけのために命が失われてしってしまうのは



ダメ

・私は絶対に反対です。その理由は魚もイヤだろうし人間もイヤだからです。こういう事

を知って学習のためになると思うけど、解剖をしないからって、死なないと思います。

自分の体が解剖されたら？ 人間のすきかってをしていたらこの地球は大丈夫なのか？

・魚だって命がある。毎日のように魚を食べているけど、私は食べるよりも解剖する方が

酷いと思います。なぜなら体を開かれてグチャグチャにする方が酷いと思うからです。

○真ん中の立場 理由

・せっかくの魚の一生を解剖で殺すのが反対という意見でもあるし、その魚一匹でたくさ

んの人が救えるかもしれないという考えもあるから。

○授業のまとめ

煮干しの解剖を体験する中で、多くの児童が煮干しの体のつくりへと興味が高くなって

きた。えつき棒やピンセット、はさみを用いて解剖を進める中での煮干しの臭い、体のぬ

めり、内臓の色など五感を使ってたくさんの事を感じる学習を進めていた。

その体験から自分の気づきや友達の気づきを発表する中で、クラスとしての学びが深ま

っていった。

そこで、二時間目に解剖について「賛成」か「反対」かを問われる中で、解剖を通して

学ぶことの意味と一つしかない命を大切にしたいという思いがぶつかり合っていた。

それぞれの子どもが発表する中で、それぞれの子どもの深い思いを感じた。その中で、

真ん中の意見の子が発表し、自分たちが学ぶこと、生きている事の中には簡単に答えが出

せないことがあること、矛盾や葛藤があることを感じていた。

そして、話し合いを終えた後、自分の意見を書いてもらったプリントを見るとやはり、

賛成だった子も反対だった子も、感想の中から自分の意見や思いが揺れていた。学ぶこと

や生きていくことなど一つの価値観では語れない事はたくさんある。その中で、自分なり

に学ぶ意味や命の意味を子ども達ひとり一人が真剣に考えくたことは本当のに重要な意味

があると私は感じた。

Ⅴ．まとめ

この課題探求では煮干の解剖というテーマで行った。最初は自分たちで計画を建てる段

階で様々な困難もあった。最初は解剖もただ魚をバラバラにしただけでよくわからなかっ

たし、プランクトンも検出できないで実験の難しさを感じたが、しだいに顕微鏡の見方や、

方法を改良してプランクトンもはっきりと観察できた。また魚類の臓器は哺乳動物とは大

きく異なり、臓器の形も種類もあまりわからないで、生徒が理解するためには先生が確実



に判別できるようにならなければならない。北島南小学校で授業実践を行えたのが大変有

意義で、授業や実験の問題点などを考えることができ、また教師の視点から考えることが

でき励みにもなった。児童も積極的に実験や授業に参加してくれて大変うれしかった。今

回の授業によって、命の大切さ、生態系、動物の構造などを理解するのに役立つ授業を目

指している。
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